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近畿地方整備局近畿地方整備局

○浸水想定区域指定を規定する水防法が、平成27年7月に改正。
これに合わせ、「洪水浸水想定区域図作成マニュアル（第4版）」公表（Ｈ27.7） 、「水害ハ
ザードマップ作成の手引き」改正（Ｈ28.4） 。
○想定最大規模の洪水・内水・高潮に対する浸水想定区域指定を明記。

洪水浸水想定区域図とは（背景）

1出典：国土交通省 水管理・国土保全局ホームページ



近畿地方整備局

○今回の洪水浸水想定区域図は、「洪水浸水想定区域図作成マニュアル（第4版）」
（平成27年7月）に基づき作成。

近畿地方整備局現行の浸水想定区域図との相違点

2

現 行（浸水想定区域） 今 回（洪水浸水想定区域）

名 称
公 表 年 月 日

浸水想定区域
平成１４年６月１４日公表
（根拠：平成１３年改正水防法）

洪水浸水想定区域
平成２９年６月１４日公表
（根拠：平成２７年改正水防法）

想 定 外 力

【木津川・服部川・柘植川】
昭和28年9月洪水の実績２日総雨量の２倍
（島ヶ原上流域：582mm/2日）
【名張川・宇陀川】
昭和34年9月洪水の実績２日総雨量の２倍
（家野上流域：726mm/2日）

想定し得る最大規模の降雨
【木津川・服部川・柘植川】
（島ヶ原上流域：360mm/9時間）
【名張川・宇陀川】
（家野上流域：380mm/9時間）

氾 濫ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ
メ ッ シ ュサイズ

100m×100m 25m×25m

地 盤 高
1/2,500地形図の等高線や標高点
から設定

航空レーザ測量（平成25年取得）データから設
定

支 川 満水状態（連続盛土扱い）
一部の中小河川については、氾濫水の排水を
考慮

樋門・排水機場 操作考慮せず 操作考慮（施設状況に応じて排水停止）

ダ ム ・ 遊 水 地
既設ダム現行操作（川上ダム未完成）
上野遊水地周囲堤未完成

既設ダム現行操作（川上ダム未完成）
上野遊水地周囲堤完成



近畿地方整備局想定外力

◯今回、平成27年改正水防法に基づき、想定しうる最大規模の降雨による「洪水浸水想定区域」
を指定・公表。

前回（平成13年改正水防法、平成14年公表） 今回（平成27年改正水防法、平成29年公表）

平成12年東海豪雨
500mm／2日

想定しうる最大規模の降雨
（年超過確率1/1,000程度）

【木津川・服部川・柘植川】360mm／9時間※
【名張川・宇陀川】380mm／9時間
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既往最大２日雨量の２倍の降雨

【木津川・服部川・柘植川】582mm／2日
【名張川・宇陀川】726mm／2日

既往最大雨量
204mm／9時間（島ヶ原上流域）

平成25年9月16日9：30頃

※360mm／9時間≒平成25年台風18号洪水の約1.8倍相当



近畿地方整備局シミュレーションの精度向上

◯地盤情報を精緻に取得し、前回公表時と比較し16倍詳細に計算。

前回（平成14年） 今回（平成29年）
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100m

100m

25m
25m

下地図：二次メッシュ

100m

100m



近畿地方整備局浸水深の表現

前回（平成14年） 今回（平成29年）
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近畿地方整備局洪水浸水想定区域図（木津川上流域）

前回（平成14年） 今回（平成29年）

全体：約16km2 全体：約20km2
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既往公表
今回公表

笠置町

山添村

奈良市

伊賀市

南山城村

宇陀市

名張市

奈良市

山添村

笠置町
南山城村

伊賀市

名張市

宇陀市



近畿地方整備局洪水浸水想定区域図（伊賀市：上野地区）

前回（平成14年） 今回（平成29年）

伊賀市：約8km2 伊賀市：約11km2

7※比較しやすくするために、浸水深の着色を前回とあわせている

既往公表 今回公表



近畿地方整備局洪水浸水想定区域図（名張市・宇陀市）

前回（平成14年） 今回（平成29年）

名張市：約6km2、宇陀市：約0.4km2 名張市：約7km2、宇陀市：約0.5km2

8※比較しやすくするために、浸水深の着色を前回とあわせている

既往公表 今回公表

宇陀市

名張市

宇陀市

名張市



近畿地方整備局洪水浸水想定区域図（笠置町、南山城村、奈良市）

前回（平成14年） 今回（平成29年）

9※比較しやすくするために、浸水深の着色を前回とあわせている

既往公表
今回公表

奈良市

南山城村

笠置町

奈良市

南山城村

笠置町

笠置町：約1.0km2

南山城村：約0.4km2
笠置町：約0.9km2

南山城村：約0.4km2

奈良市：約0.0km2

※0.1未満は0.0と表記



近畿地方整備局洪水浸水想定区域図 前回との違い
◯新たな想定外力、シミュレーション精度の向上、氾濫解析における中小河川をより現実的にモ
デルに表現。
◯前回公表したものと比較し、浸水区域・浸水深が変更となり、全体としては増加。
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※比較しやすくするために、浸水深の着色を前回とあわせている

上野地区 名張地区

浸水範囲が大きく
なったもしくは

浸水深が深くなった
箇所

浸水範囲が小さく
なった箇所



近畿地方整備局洪水浸水想定区域図（想定最大規模）
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※マニュアルによる着色

上野地区

名張地区

笠置町

山添村

奈良市

伊賀市

南山城村

宇陀市

名張市



近畿地方整備局洪水浸水想定区域図 市町村別一覧

◯今回の浸水想定区域では、伊賀市域で約11km2、名張市域で約7km2の浸水を想定。
◯最大浸水深は、伊賀市（島ヶ原）で約15.4m、名張市（安部田）で約10.3mと想定。
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市町村名
浸水面積
（km2）

最大浸水深
（ｍ）

平均浸水深
（ｍ）

三重県
伊賀市 11.0 15.4 3.8

名張市 7.1 10.3 3.1

京都府
笠置町 0.9 13.2 6.5

南山城村 0.4 15.6 7.4

奈良県

奈良市 0.0 4.3 3.4

宇陀市 0.5 13.4 6.8

山添村 0.2 10.2 6.8

※0.1未満は0.0と表記

木津川上流域における市町村別一覧



近畿地方整備局浸水継続時間
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◯今回初めて、50cm以上浸水する時間を「浸水継続時間」として公表。
◯立ち退き避難の要否や企業BCPの策定等、長期間の浸水による支障を防ぐための情報。

上野地区

名張地区

笠置町

山添村

奈良市

伊賀市

南山城村

宇陀市

名張市



近畿地方整備局浸水継続時間 市町村別一覧

◯木津川上流域では、伊賀市において最大で33時間の浸水が継続すると想定。
◯その他の地域の浸水継続時間は1日未満となっている。
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市町村名
最大時間
（時間）

最大時間
（日）

三重県
伊賀市 33 1.4

名張市 17 0.7

京都府
笠置町 15 0.6

南山城村 14 0.6

奈良県

奈良市 9 0.4

宇陀市 17 0.7

山添村 12 0.5

木津川上流域における市町村別一覧



近畿地方整備局家屋倒壊等氾濫想定区域【氾濫流】
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◯今回初めて、氾濫流や河岸侵食により堤防沿いの家屋が倒壊する危険性が高い区域を「家屋倒
壊等氾濫想定区域」として公表。
◯この情報を参考に、市町村は早期に立退き避難が必要な区域を設定し、安全な場所への立退き
を呼びかけるもの。

上野地区

名張地区

笠置町

山添村

奈良市

伊賀市

南山城村

宇陀市

名張市



近畿地方整備局家屋倒壊等氾濫想定区域【氾濫流】市町村別一覧

◯木津川上流域（三重県伊賀市・名張市、京都府笠置町・南山城村、奈良県宇陀市・山添村）で
は約4km2の区域で、氾濫流による家屋倒壊の危険性が想定。

堤防決壊に伴う氾濫流で
木造家屋が倒壊した状況
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市町村名
面積
（km2）

三重県
伊賀市 0.8

名張市 2.7

京都府
笠置町 0.2

南山城村 0.3

奈良県

奈良市 0.0

宇陀市 0.3

山添村 0.1

木津川上流域における市町村別一覧

※0.1未満は0.0と表記



近畿地方整備局家屋倒壊等氾濫想定区域【河岸侵食】
◯今回初めて、氾濫流や河岸侵食により堤防沿いの家屋が倒壊する危険性が高い区域を「家屋倒
壊等氾濫想定区域」として公表。
◯この情報を参考に、市町村は早期に立退き避難が必要な区域を設定し、安全な場所への立退き
を呼びかけるもの。
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上野地区

名張地区

笠置町

山添村

奈良市

伊賀市

南山城村

宇陀市

名張市



近畿地方整備局家屋倒壊等氾濫想定区域【河岸侵食】市町村別一覧

◯木津川上流域（三重県伊賀市・名張市、京都府笠置町・南山城村、奈良県宇陀市・山添村）で
は約4km2の区域で、河岸浸食による家屋倒壊の危険性が想定。

河岸侵食により家屋の基礎を支える
地盤が流出することを想定。

堤防

河川

水位上昇、河岸侵食が進行

さらに河岸侵食が進行、
堤防や家屋等が流出

河岸浸食範囲

流出
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市町村名
面積
（km2）

三重県
伊賀市 0.8

名張市 2.3

京都府
笠置町 0.4

南山城村 0.1

奈良県

奈良市 0.0

宇陀市 0.3

山添村 0.4

木津川上流域における市町村別一覧

※0.1未満は0.0と表記



近畿地方整備局今回の公表のまとめ
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• 近畿地方整備局は、15年ぶりに淀川水系木津川（上流）・服部川・柘植川・名
張川・宇陀川の洪水浸水想定区域を見直し、公表。

• 今回の見直しのポイントは以下のとおり。

• 平成27年改正水防法に基づき、想定しうる最大規模の降雨として、木津川上
流・服部川・柘植川においては、9時間に360mmの降雨。名張川・宇陀川にお
いては、9時間に380mmの降雨を想定。およそ年超過確率1/1,000程度。

• 詳細な地盤情報をもとに、前回の16倍の精度でシミュレーションを実施し、中小
河川についても現実的にモデル化し表現した結果、浸水面積は前回公表した
ものより全体としてやや増加。浸水深については、深くなった箇所、浅くなった
箇所がある。

• 今回初めて、「浸水継続時間」と「家屋倒壊等氾濫想定区域」を公表。

「浸水継続時間」は、洪水時に避難が困難となる一定の浸水深を上回る時間の目安を

示し、立ち退き避難の要否や企業BCPの策定等に有用な情報。
「家屋倒壊等氾濫想定区域」は、家屋が流失・倒壊等のおそれがある範囲で、洪水時に

おける屋内安全確保の適否の判断等に有効な情報。

• 沿川の広い範囲で家屋倒壊の恐れがあることや、木津川上流部では最大で2
日未満程度浸水が継続することが明らかとなった。



近畿地方整備局

参考資料
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近畿地方整備局

○今回、初めて「浸水継続時間」や「家屋倒壊等氾濫想定区域」を公表。

近畿地方整備局現行の浸水想定区域図との相違点

家屋倒壊等氾濫想定区域浸水継続時間

・堤防沿いの地域等において、洪水時に家屋が倒壊する
ような氾濫流や、河岸侵食の危険性が高い区域。

・浸水深0.5mに達してから、下回るまでの時間。

・これを参考に、「早期に立退き避難が必要な区域」を設
定し、安全な場所に立退くよう呼びかけ。・立ち退き避難（水平避難）の要否の判断や企業BCPの策

定等、長期間の浸水による支障を防ぐ有用な情報。

※浸水深0.5m：屋外への避難が困難、孤立する可能性のある水深

←堤防決壊に伴う氾濫流で
木造家屋が倒壊した状況長期間の自宅避難となった場合の生活環境の悪化説明例

洪水ハザードマップ作成の手引き（国土交通省）より

河岸侵食による家屋倒壊及び流出

洪水ハザードマップ作成
の手引き(国土交通省)
[写真提供 西日本新聞]
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近畿地方整備局

○想定最大規模降雨とは、想定し得る最大規模の降雨。
○降雨特性が類似する地域内で、過去に実際に発生した最大の降雨に基づき算定。
○年超過確率1/1,000程度の降雨量を上回るもの。

近畿地方整備局想定最大規模降雨の算出方法と降雨の確率規模

想定最大規模降雨の算定方法（木津川（上流）・服部川・柘植川）

２. 各地域において観測された最大の降雨量より算定
⇒ 地域ごとの最大降雨量 島ヶ原311（mm/9hr）

木津川上流

311mm

※ 浸水想定(洪水、内水)の作成等のための想定最大外力の設定手法（平成27年7月）による

522.9㎢

１. 日本を降雨の特性が似ている15の地域に分類
⇒ 淀川の地域区分：⑧近畿

島ヶ原基準点上流域面積：約522.9㎢
降雨継続時間：9時間（基本高水検討時の計画降雨継続時間 ）

３. 各地域において観測された最大の降雨量より算定した降雨量（２．で算定した降雨量）が、
年超過確率1/1,000 程度の降雨量（360mm(9hr)）より下回っている場合は、
年超過確率1/1,000 程度の降雨量を、想定最大規模降雨として採用する。
⇒ 想定最大規模の降雨：年超過確率1/1,000の雨量島ヶ原上流域360mm(9hr)
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近畿地方整備局

○想定最大規模降雨とは、想定し得る最大規模の降雨。
○降雨特性が類似する地域内で、過去に実際に発生した最大の降雨に基づき算定。
○年超過確率1/1,000程度の降雨量を上回るもの。

近畿地方整備局想定最大規模降雨の算出方法と降雨の確率規模

想定最大規模降雨の算定方法（名張川・宇陀川）

２. 各地域において観測された最大の降雨量より算定
⇒ 地域ごとの最大降雨量 家野325（mm/9hr）

木津川上流

325mm

※ 浸水想定(洪水、内水)の作成等のための想定最大外力の設定手法（平成27年7月）による

473.6㎢

１. 日本を降雨の特性が似ている15の地域に分類
⇒ 淀川の地域区分：⑧近畿

家野基準点上流域面積：約473.6㎢
降雨継続時間：9時間（基本高水検討時の計画降雨継続時間 ）

３. 各地域において観測された最大の降雨量より算定した降雨量（２．で算定した降雨量）が、
年超過確率1/1,000 程度の降雨量（380mm(9hr)）より下回っている場合は、
年超過確率1/1,000 程度の降雨量を、想定最大規模降雨として採用する。
⇒ 想定最大規模の降雨：年超過確率1/1,000の雨量家野上流域380mm(9hr)
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近畿地方整備局

○氾濫開始水位は計画高水位とし、破堤箇所は水位が氾濫開始水位を上回った全箇所から抽出する。
○抽出は、全箇所で氾濫させ包絡した場合と同等の浸水域となる必要最小限の箇所として設定する。

近畿地方整備局氾濫開始水位や破堤地点の考え方

※未完成の堤防は、現況堤防高から余裕高を除いた高さが氾濫開始水位
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①完成堤防の氾濫開始水位

②未完成堤防の氾濫開始水位

③無堤（堀込河道）の氾濫開始水位



近畿地方整備局

○破堤による氾濫のシミュレーションを、各破堤点毎に行い、それらの浸水深及び浸水区域を重ねあわ
せ（最大包絡）、浸水想定区域図を作成します。

近畿地方整備局６．浸水想定区域図の作成

想定最大降雨による洪水により破堤した場合のシミュレー
ションを破堤点毎に行います。
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近畿地方整備局

○破堤による氾濫のシミュレーションにおいて、浸水が0.5mを上回る時間の目安を示します。

近畿地方整備局浸水継続時間の算出方法
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近畿地方整備局

○堤防沿いの地域等において、洪水時に家屋が倒壊するような激しい氾濫流や河岸侵食が発生するお
それが高い区域。 ※家を建てることや土地利用について制限を課すものではありません。

近畿地方整備局家屋倒壊等氾濫想定区域の算出方法

堤防破堤想定地点

河岸浸食により、建物の構造に関係なく、倒壊の恐れ

河岸侵食による家屋倒壊等氾濫想定区域

氾濫流による家屋倒壊等氾濫想定区域

・河岸侵食に伴う家屋の基礎を支える地盤の流出を想定。

・木造家屋について、堤防決壊に伴う激しい流れや
浸水による倒壊を想定。非木造の頑強な構造のビルだと、倒壊等の可能性が低い場合も

破堤地点ごとの家屋倒壊等氾濫想定区域 氾濫流による家屋倒壊等氾濫想定区域

破堤地点ごとの危険区域を包絡

河岸侵食のイメージ図

堤防

河川

水位上昇、河岸侵食が進行

さらに河岸侵食が進行、
堤防や家屋等が流出

河岸浸食範囲

流出
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近畿地方整備局
プッシュ型メールによる情報の配信（１）
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近畿地方整備局プッシュ型メールによる情報の配信（２）
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近畿地方整備局プッシュ型メールによる情報の配信（３）
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